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“Amazon Versus Everyone
That’s what OpenStack is”

「安価な仮想化基盤が欲しかった」では、ないはず



人件費

物品費(*) 

物品費を頑張って
下げても、ビジネス
インパクトは小さい

ビジネスインパクトが
大きいのは人件費

(*)ハード、ソフト、定型サービス(クラウド含む)







アプリ開発者が逃げるインフラ



API



OpenStackは
必要だったのか



API

開発者の“プラス”になる
オープンなアプリ・ツールの例



FROM rhel-server-docker-6.5-12.x86_64

RUN yum -y install yum-utils ;¥
yum clean all ;¥ sed -i 's/enabled = 

1/enabled = 0/' 
/etc/yum.repos.d/redhat.repo ;¥
yum-config-manager --enable rhel-6-

server-rpms;¥
yum -y update ;¥
yum clean all…

- hosts: webservers
vars: http_port: 80
max_clients: 200
remote_user: root
tasks:
- name: ensure apache is at the latest 

version
yum: name=httpd state=latest

- name: write the apache config file 
template: src=/srv/httpd.j2…

「実現したい環境」をコードにできる -> 技術者の働き方が変わる

GUIがうれしいのは

3回目まで



人件費

物品費(*) 

物品費を頑張って
下げても、ビジネス
インパクトは小さい

• 開発サイクル短縮

• 単純作業削減

• 手作業ミス削減

• 空いた時間を、改
善活動や学習へ

(*)ハード、ソフト、定型サービス(クラウド含む)

物でなく

人に
フォーカス



インフラのエキスパートとして、

• クラウドを「構築」し

• クラウドの「活用」を支援し

• 「人に喜ばれる仕組み」を





• 開発したアプリを楽に動か
せるなら

• いちいち面倒な手続きがな
いなら

• 便利なアプリ・ツールが使え
るなら

• 請求コストが低いなら

インフラは何でもいい



API API

Docker、Ansible、
Terraformなど、ユーザが
多く、勢いのあるOSSツー
ルは、OpenStack、Azure
ともに対応している
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プレゼンテーションのノート
Use developer type photo.
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OpenStack Days Tokyo 2016
Day1 Opening
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アプリ開発者にとって、プラスになるか

アプリ・ツールの利用可否は大きな判断材料

(著名なアプリ・ツールが使えない = 勢いがない)

OpenStackか、Azureかという話は、ここができてから！！

コスト、コンプライアンス、可用性確保手段、リードタイム、etc
クラウドならではのマネージドサービス
(DB、データ分析、機械学習、コグニティブサービス、etc)





問題意識や
アイデアはある

でも、それを
具現化するための
時間がない



“SRE team must spend the remaining 
50% of its time actually doing 

development”

Googleのインフラ(SRE)エンジニアは、50％の時間を
自動化と改善のためのソフトウェア開発に使っている



技術の進化が激しい世界では、変化を欲していなくても
停滞 -> 陳腐化まっしぐら



クラウドを、盛り上げていきましょう



プレゼンター
プレゼンテーションのノート
Dark gray background.
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